
   

平成２９年１月２０日第３回学区再編検討会で、五日町小学校と大巻小学校

の統合に向けた協議を開始することが決定しました。 

大 巻 地 区 五 日 町 小 学 校 ・ 大 巻 小 学 校 学 区 再 編 検 討 会 は 、           

「南魚沼市立小・中学校学区再編検討委員会」（平成２０年１１月２０日）の答申

に基づいて、五日町小学校と大巻小学校の学区再編について検討するために

平成２８年１０月２７日に設置されました。 

 大巻地区の両小学校では、急速に少子化が進み、１学年１０人を下回る学

年があるなど小規模校化によって子どもたちの学習環境や活動に影響が出て

くるのではないかという懸念があります。学区再編検討会は、子どもたちの教

育を地区全体の問題としてとらえ、主体性を持って学区再編に取り組むために

学区再編検討会が立ち上がりました。 

地区行政区長会、学校評議員、学校教育関係者、保育関係者、地区公募

委員など７５名の委員で組織し、統合も視野に入れた学区のあり方について慎

重に協議を進めてきた結果、統合協議を開始するという総意がまとまりまし

た。 

１ 統合協議の開始が決まる 

第１回学区再編検討会では、大巻地区の学区再編について地区行政区長会

の合意や委員の意見を踏まえて、子どもたちへの教育の視点から、子育てを担う

保護者世代の意見を最も尊重していかなくてはならない、地区としては保護者世

代をバックアップしていくという方向性が示されました。 

第２回学区再編検討会では、両小学校、両保育園の代表役員からの意見集約

の報告と各組織団体の見解が共有されました。両小学校の統合に関しての強い

反対意見はなかったものの、通学路やバス通学、学童がどうなるかといった不安

の声がありました。不安点や疑問点、質問事項についてＱ＆Ａ形式でまとめ、両

小学校と両保育園の保護者に配布することとしました。 

 第３回学区再編検討会では、再び両小学校、両保育園にアンケート等の意見集

約の結果を報告してもらいました。統合に関しての慎重な検討と積極的な情報提

供が必要であるとの認識の上で、五日町小学校と大巻小学校の統合が検討会の

総意として決定しました。  

また、統合に向けての具体的な協議は、子どもたちの教育環境を第一に考え、

保護者・地区住民の意見を反映した透明性を持った組織運営をしていくということ

で意見が一致しました。 

 

 

統合に向けた協議を始めるという合意がなされました。 

 

この号の内容  

1 統合協議の開始が決まる 

2 学区再編検討会の経緯 

3 統合に向けた今後の方針 

4    統合協議会の課題 

 

 

学区再編検討会とは？ 

 学校の適正配置に関する答申

を受け、学区のあり方や考慮す

べき事項等について、地区として

基本的な考え方をまとめる場とし

ての組織。当検討会によって統

合協議の開始が決定された場

合、次の段階として、統合協議

会を組織する。統合に向けた具

体的な協議は、統合協議会で行

うことになる。 

平成２９年２月１日  

 

 

２ 学区再編検討会の経緯 

 

大巻地区  五日町小学校・大巻小学校学区再編検討会  

学区再編ニュース   
大巻地区の皆さまへ 



 

大巻地区の皆さまへ 学区再編ニュース

タイトル 
 

学区再編検討会では、大巻地区の両小学校の統合に向けた今後の方針

として、八海中学校に統合となる現在の大巻中学校の空き校舎を小学校用

に改修して利用するということが決まりました。 

現在の大巻中学校の空き校舎を利用するにあたっては、平成３１年４月の

開校を目標に、統合の協議を進めていくことが決まりました。これらの方針

は、今年度内に意見書として教育委員会に提出する予定です。 

新設校の設置場所に関しては、学区の範囲が広くなるという地理的な問題

点が指摘されています。学区再編検討委員からは、統合小学校の通学路と

なる歩道や交差点の整備などを地域の課題として要望していく必要があると

いう声が上がっています。 

また小学校が統合する際、学童保育施設も統合が考えられることから、両

小学校の保護者を中心に地元の要望を聞きながら学童の統合も行っていき

たいという考えで一致しています。 

統合に関しての様々な課題や要望は、今後、統合協議会の立ち上げとと

もに念入りな議論を重ねていくことで合意がなされています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

統合小学校の開校は 

いつ？ 

平成３１年４月の開校を目標

に協議を進めていくということ

が、学区再編検討会で決まっ

た。統合のスケジュールなどの

具体的な協議は、これから組織

される統合協議会での議論に

委ねられる。 

３ 統合に向けた今後の方針 

統合する新設校の名前

は？ 

統合協議会は、いくつかの

部会に分かれて協議を行って

いく。校名を決める校名部会

や、通学バスの運行を決める

通学バス部会などが組織され

る予定。 

４ 統合協議会の課題 
 学区再編検討会では、保護者アンケートや説明会を実施し丁寧な議論を重

ねてきました。しかし統合協議を進めていく中で、両小学校や両保育園の保

護者、また地元地区の住民から統合に関しての不安点や疑問点が少なから

ず出てくるのではないかという意見がありました。 

 不安点や疑問点がどういったものであるかといった意見を共有し、大巻地

区として両小学校の統合にどのように協力していくのか考えていく姿勢が大

切であるという総意が確認されています。 

 統合協議会は、統合の議論を進めていく中で保護者や地元の意見、要望

を反映し、情報公開を積極的に行っていく組織にする必要があるという意見

で一致しています。 

 統合協議会は、学区再編検討会で重ねてきた議論を踏まえ、統合に関する

様々な不安や疑問を解消し、子どもたちの快適な教育環境の確保を目指し

ていくことが課題となります。 

 

 

 

大巻地区 五日町小学校・大巻小学校学区再編検討会 

事務局：南魚沼市教育委員会学校教育課 
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